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提出日 平成 26 年○月○日 府省庁名 ○○省 

（更新日） （平成○年○月○日） 部局課室名 ○○局○○課 

第 2章 

第 1節 

重点的課題  担当者名 ○○補佐、○○係長 

重点的取組  
電話(代表／内

線) 
○○○○(内○○) 

第 2章 

第 2節 

分野横断技術  電話（直通）  

コア技術  E-mail  

H27AP 施策番号 エ・○01 H26 施策番号 エ・○01 

H27AP 提案施策名 

（H26AP 施策名） 

○○○○ 

（H26AP 施策名：○○○○） 

AP 施策の新規・継続 新規・継続 
各省施策 

実施期間 
H○年度～H○年度 

研究開発課題の 

公募の有無 
課題の公募・なし 実施主体  

各省施策実施期間中の 

総事業費（概算） 

 

※予算の単位は 

すべて百万円 

○○ 

H27 年度 

AP 提案施策予算
○○ 

うち、 

特別会計
○○ 

うち、 

独法予算 
○○ 

H27 年度 

概算要求時予算
○○ 

うち、 

特別会計
○○ 

うち、 

独法予算 
○○ 

H27 年度 

政府予算案 
○○ 

うち、 

特別会計
○○ 

うち、 

独法予算 
○○ 

H26 年度 

施策予算 
○○ 

うち、 

特別会計
○○ 

うち、 

独法予算 
○○ 

１．AP 施策内の個別施策（府省連携等複数の施策から構成される場合） 

個別施策名 
概要及び最終的な 

到達目標・時期 

担当府省/ 

実施主体 
実施期間 

H27 予算 

（H26 予算）
総事業費 

H26 行政事業レビ
ュー事業番号 

1 ○○研究開発 
○○技術の開発を行い、

○○年までに○○を達成 

○○省/ 

○○研究機関 
HXX-HXX 

○○ 

（△△） 
□□  

2 ○○研究開発 
○○技術の開発を行い、

○○年までに○○を達成 

□□省/民間企

業を想定 
HXX-HXX 

●● 

（▲▲） 
■■  

3        

２．AP 連携施策等、提案施策に関連する他の施策・事業 

施策番号 関連施策・事業名 担当府省 実施期間 H27 予算 

エ・○02   HXX-HXX ○○ 

３．科学技術イノベーション総合戦略 2014 との関係 

第2章及び工程表にお

ける記述 

①本文 第２章 第○節 ○○ページ ○行目 

 ……… 

②工程表 ○ページ 

……… 

SIP 施策との関係 
【SIP テーマ名】 

（SIP 施策を肉付けする具体的な内容を簡潔に記載する。） 

第 2章第 2節（分野横

断技術）への提案の場

合、貢献する政策課題

（第 2章第 1 節） 

（記載例） 

①エネルギー（１）：（具体的な貢献イメージを簡潔に記載する。） 

②次世代インフラ（３）：（具体的な貢献イメージを簡潔に記載する。） 

第2章第3節との関係 
（想定されるプロジェクト全体像と、それにおける貢献する箇所、並びに 2020 年実用化レベルについて記

載する。） 

第 3章の反映 

（施策推進における

工夫点） 

（第３章「科学技術イノベーションに適した環境創出」２．重点的に取り組むべき課題中の重点的課題、重

点的取組のうち、どの内容に合致するのかを記載した上で、本施策推進にあたって適合する項目及びその内

容を具体的に記載する。） 

平成 27 年度科学技術重要施策アクションプラン（ＡＰ） 個別施策記入様式 （案） 
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４．提案施策の実施内容（社会実装までの取組）【本項目は１ページ以内に収めること】 

施策の概要 

（施策全体の概要を、目的を明確化した上で最大２００文字程度で簡潔に記載する。  
「今取り組むことの意義」、当該分野の技術全体の中で、当該施策の位置づけ。 

なお、「AP 施策内の個別施策」が年度ごとに取り組む内容は、「６．今後３年間の検証可能な達成目標及

び取組予定」にて記載する。） 

 

 

最終目標 

（アウトプット） 

（社会実装を見据えた具体的なアウトプット（実現レベル、具体的数値等）を設定し、定量的な達成目標（2020

年、2030 年）及び達成時期とその根拠を国際比較なども考慮して、明確に記載する。） 

（開発する技術の普及を目指した経済性・コスト目標についても記載する。） 

社会実装の姿 

（アウトカム） 

（社会実装の姿を、施策が狙っている市場・ターゲット及びそれらが求めている価値、成果活用先（候補）

を中心とした具体的なビジネスモデル、期待される効果とその根拠を記載する。） 

（施策の関係する市場の動向、市場規模予測についても記載する。） 

 

社会実装に向け 

取組むべき事項 

（法制度改革や社会受容性の促進など、社会実装・普及に向け具体的に取り組むべき事項とその方針を記載

する。また、国際的アプローチについても記載する。） 

国費投入の必要性、 

事業推進の工夫（効率

性・有効性） 

（行政事業レビューシートの点検項目を踏まえ、限られた財源の中での重点化や工夫・改善したポイントを

記載する。） 

実施体制 
（この体制でやるべき必要性も記載する。） 

（基礎から実用化までの一体的な推進体制を含めて記載する。） 

府省連携等 

【責任省庁：○○省】 

・○○省：（府省連携における役割を記載する。） 

・△△省：（府省連携における役割を記載する。） 

 

（各省が連携して生み出す価値、相乗効果について記載する。） 

 

H26AP 助言内容及び対

応 

（対象施策のみ） 

（各戦略協議会・ＷＧにて、とりまとめたＨ２６ＡＰ助言内容及びその対応を具体的に記載する。） 
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５．過去２年間の検証可能な達成目標、取組及び成果 

時期 
目標 

（検証可能で定量的な目標） 
成果と要因分析 

H25 年度末 

（H25 対象施策） 

（H25 施策特定時の目標） 【達成・未達成】（要因や工夫した点を簡潔に記載） 

（H25 施策特定時の目標） 【達成・未達成】（要因や工夫した点を簡潔に記載） 

（H25 施策特定時の目標） 【達成・未達成】（要因や工夫した点を簡潔に記載） 

H26 年度末 

（H26 対象施策） 

（H26 施策特定時の目標） 【達成・未達成】（要因や工夫した点を簡潔に記載） 

（H26 施策特定時の目標） 【達成・未達成】（要因や工夫した点を簡潔に記載） 

（H26 施策特定時の目標） 【達成・未達成】（要因や工夫した点を簡潔に記載） 

６．今後３年間の検証可能な達成目標及び取組予定 

時期 
目標 

（検証可能で定量的な目標） 
達成に向けた取組予定 

H27 年度末 

1 
（「AP 施策内の個別施

策」ごとの目標） 

（「AP 施策内の個別施策」ごとの取組予定を、詳細工程表に記載するレベルで

簡潔に記載） 

2 
（「AP 施策内の個別施

策」ごとの目標） 

（「AP 施策内の個別施策」ごとの取組予定を、詳細工程表に記載するレベルで

簡潔に記載） 

3 
（「AP 施策内の個別施

策」ごとの目標） 

（「AP 施策内の個別施策」ごとの取組予定を、詳細工程表に記載するレベルで

簡潔に記載） 

H28 年度末 

1 
（「AP 施策内の個別施

策」ごとの目標） 

（「AP 施策内の個別施策」ごとの取組予定を、詳細工程表に記載するレベルで

簡潔に記載） 

2 
（「AP 施策内の個別施

策」ごとの目標） 

（「AP 施策内の個別施策」ごとの取組予定を、詳細工程表に記載するレベルで

簡潔に記載） 

3 
（「AP 施策内の個別施

策」ごとの目標） 

（「AP 施策内の個別施策」ごとの取組予定を、詳細工程表に記載するレベルで

簡潔に記載） 

H29 年度末 

1 
（「AP 施策内の個別施

策」ごとの目標） 

（「AP 施策内の個別施策」ごとの取組予定を、詳細工程表に記載するレベルで

簡潔に記載） 

2 
（「AP 施策内の個別施

策」ごとの目標） 

（「AP 施策内の個別施策」ごとの取組予定を、詳細工程表に記載するレベルで

簡潔に記載） 

3 
（「AP 施策内の個別施

策」ごとの目標） 

（「AP 施策内の個別施策」ごとの取組予定を、詳細工程表に記載するレベルで

簡潔に記載） 

【参考】添付資料 

①  

②  

③  

変更履歴 

変更時期 変更箇所、理由 

H26 施策特定時から

H27AP 施策提案時の

変更 

 

  


